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 皆さん、こんにちは。 

 今、日本だけでなく世界中で猛威を振るっている新型コロナウィルス。先の見えない恐

怖と不安に、心が折れそうになることもあるでしょう。しかし、こんな時こそ、理性と知

性で前向きに進んでいくべきだと強く感じています。 

 この度の「学校一斉休校」では、大きな不安や負担を強いてしまい、申し訳ないと思い

ます。特に、皆さんが卒業式に出席できなかった、ということは非常に残念に思うととも

に、お詫びをしたいと思います。 

 また、今後の学校生活において、国や県の方針を踏まえて、皆さんにお知らせすること

になります。登校再開の際には、体温を測り・マスクを着用するなど、感染予防の徹底を

お願いします。学校においては、「密閉」「密集」「密接」の３条件とならない教育環境を整

え、安心・安全な学習の場をつくっていきます。 

 先の見えない中ですが、いよいよ令和２年度が始まりました。２年生として、３年生と

して、自覚と自信をもって、学校を牽引していって欲しいと願っています。 

 

 さて、皆さんはＩＱ、あるいはＥＱという言葉を聞いたことがありますか。ＩＱは

Intelligence Quotient:知能指数、そしてＥＱは Emotional Intelligence Quotient：心

の知能指数といわれています。本日は、心の知能指数・ＥＱに焦点をあてて、お話をした

いと思います。 

 このＥＱの概念には２つの柱があります。１つ目は「人の態度や物言いなどのあらゆる

言動は、その時々における自分自身の感情に大きく左右されている」という概念です。平

たくいえば、感情が行動や言動に現れる、ということです。例えば、忙しい朝の支度中、

お母さんへの態度や言動を思い出してください。お母さんから同じことを言われても、自

分の行動や言動が昨日と今日とでは変わることがないですか。中にはブレないでいつも反

抗的な態度をとり続ける人もいるでしょうが、その日の気分で行動や言動が変わる、とい

うのはよくあることです。 



 そして、もう１つのＥＱの概念の柱は「その時々に変わる『今の感情の状態』を認識し、

コントロールすることができれば、適切な言動や行動をとることができる」というもので

す。つまり、自分の感情に流されずに冷静さを保てば、良好な人間関係づくりができる、

ということです。 

 ここで重要なのは、『今の自分の感情の状態』を認識することです。このように客観的に

自分の状態を認識することを心理学の世界では、「メタ認知」といいます。この「メタ認知」

を極めると、自分にはこんな傾向がある、こんなところが弱点だと理解でき、冷静に自己

分析ができるようになります。冷静で客観的な自己分析ができれば、それだけ自分を成長

させる機会が増えてきます。とにかく、正確な自己分析により自己理解ができていれば、

常に自分を変化させることができるのです。不思議なことに、自分の態度や言動を変える

ことで、相手が変わっていき、人間関係が良好になった、という経験をしたことはあると

思います。 

 話がズレましたが、生徒の皆さんには、これからの学校生活において、様々な学びを通

して、ＩＱだけでなくＥＱも高めて欲しいと思います。困りごとに遭遇しても、人のせい

にするのではなく、冷静に自己をみつめ、自分の感情に流されず、物事を進めていく人に

なって欲しいと思います。授業を大切にして、進学実現に向けた学力を高めていきましょ

う。そして、部活動や学校行事などにも力を入れて、ＥＱも高めていきましょう。 

 

 本日は、ＩＱとＥＱのお話をしましたが、リーダーに必要とされる資質として、最近で

はこのＩＱとＥＱに加えて、ＤＱという概念もあります。 

 ＤＱは、Decency Quotient：良識指数といい、組織やチームの構成員に共感し、皆の力

になりたいと純粋に願い、チームをまとめていく力だそうです。良識をもってチームのメ

ンバーに接していれば、絶えずポジティブな方向に進んでいく、という考えです。 

 それでは、川女生の皆さんがＩＱもＥＱもＤＱも十分発揮され、充実した高校生活とな

ることを願い、校長のあいさつとします。 

 


